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本年度「チャレンジ」を目標として掲げる
中、ある話合いの中で職員からこのような言
葉が出てきました。
「チャレンジは、自分で何かに気付いている
からこそチャレンジできるのではないか」
職員皆が納得し

「チャレンジは気付きから」
という新たなキャッチフレーズができました。
考えてみると、椎葉小学校の児童だけでな

く、子どもたちは皆、１日の生活の中で何か
しらのチャレンジをしているのではないでし
ょうか。「ここで発表しようかな」友達に声
をかける時にも、ドキドキしながら「こんな
こと言ってもいいかな？」等と、自分では気
付かないうちにいろんな事にチャレンジしな
がら学校生活を送っているはずです。だから
少しずつ少しずつ、学年が上がるともに成長
していることを感じさせてくれるのではない
でしょうか。そこに自らの気付きの中でチャ
レンジしていければ、自分の意思で成長させ
ることができると思うのです。１つの例とし
て「ゴミが落ちている。これに気付く。そし
て拾う」。しかし、気付いてなければ拾うと
いう行動は生まれません。そういう意味で「チ
ャレンジは気付きから」ということです。気
付いて、チャレンジする勇気をもってくださ
い。チャレンジしないのはもったいない！！

ぜひ、何かに気付いて
チャレンジしてください。

さて、話は変わりますが、本校職員の素晴
らしい一面を紹介します。先日、ある教室の
机の上に消しゴムのかすが残ってたり、汚れ
ていたりする、ということがありました。こ
のことをある先生に「この件について、職員
に投げかけてください」と教頭先生が伝えた
ところ次のような文書が回ってきました。そ
の内容を下に記します。

まず学級での指導をお願いします。しかも
こちらから「消しゴムのかすなどが残って
たら捨てておいてください」という指導で
はなくて、子どもたちから気付くような声
かけをお願いします。「チャレンジは気付
きから」の精神のもと各クラスで取り組み
ましょう。そもそもなぜ片付けないといけ
ないのか、なぜ、机を拭くと台拭きが黒く
なるのでしょうか。忙しい日々が続きます
がそこから考えさせていきましょう。〇〇
先生の公共物の取扱いと絡めて、全職員で
子どもたちと向き合っていきましょう。
本校にはこのことを書いてくれた先生以外

にも素晴らしい職員がたくさん居ます。頼も
しい限りです。

チャレンジは気づきから
７月の生活目標
「右一静歩」

１日（火）教育相談、集金日
２日（水）集金日
３日（木）集合学習（５・６年）
４日（金）集合学習（５・６年）
７日（月）代表委員会

１４日（月）読み聞かせ
１５日（火）大掃除
１６日（水）フレンドリー委員会
１７日（木）着衣泳（５・６年）
１８日（金）１学期終業式
２２日（火）～２３日（水）個人面談
８月
６日（水）登校日

２３日（土）PTA魚つかみ捕り大会
２８日（木）２学期始業式
２９日（金）地震避難訓練

【環境タイム：６月１２日】

【集合学習３・４年：６月１９日、２０日】

【伝承芸能ひえつき節：６月２５日】

【集合学習１・２年：６月２６日、２７日】
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６月のみんなの行事


